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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞

・病棟スタッフの委員会の出欠入力、今月分が未入力のスタッフがいますので入力して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・八木橋　牧雄様～　本日10時、退院となっています。

· 切明　茂雄様～　本日午後、西Ａユニットに転入予定です。

　　　　　　　　　　受け持ちは相馬チームです。

　　　　　　　　　　明日13：00～東病棟からの情報提供、2/2に症例検討会を行います。

・川村　幸子様～　臨時処方のＰＬは、風邪症状軽減した事から止めとなっています。

　　　　　　　　　咳嗽はまだ見られている為、状態観察してきましょう。

・市川　真紀子様～　右眼の眼脂、充血あり。タリビット点眼薬処方となっています。

　　　　　　　　　　左眼も軽度腫脹がみられますので、眼脂等の有無、視野狭窄の状態についても観察していきましょう。
＜定期薬変更連絡事項＞

・齋藤　仁和様～　就床前薬のフルニトラゼパムは、止めとなっています。

＜皮膚科診察連絡事項＞

・佐々木　康子様～　腹部の急性湿疹、治癒された為、デルモゾールＧ軟膏の処置は終了となります。

・坂　貢様～　両下肢に湿疹あり。デルモゾールＧ軟膏処方となっています。皮膚状態の観察を行っていきましょう。

＜注目患者様ケース検討＞

・畑山　幸子様～　気分高揚さ無く、昨日は落ち着いて過ごされている。夜間の睡眠状態

　　　　　　　　　も概ね良好である。本日は午前のＯＴ場面で縫い物に使用した針を紛

失したと話されるも、自分の衣服に付着しておりスタッフ、他患者様

に御礼とお詫びを話していますが、悲観的な発言はありません。呂Ｄ

ｒに30分も話を続けている事あるが、自ら切り上げる事は出来ていま

す。退院について焦っている様子は見られていません。本人の言動に

ついて、他者とのトラブルに注意して観察していきましょう。

・川村　幸子様～　昨日は咳嗽の訴えあり、葛根湯が処方となっています。21：15「左足の血管が縛られるような気がして…」と訴えあり、予測指示のレキソタンを服用されています。その後身体症状の訴えはなく夜間は良眠、今朝起床時に体調について問うと「咳が酷くてあまり眠れなかったです」と話されています。本日は身体症状の訴えはないが「全身がだるいんです」とスタッフに訴えています。本人の主訴・行動について観察していきましょう。

・佐々木　淳様～　昨日は多飲水傾向で、便失禁見られています。前傾姿勢での小走り歩行も見られ、転倒のリスクも考えられます。夜間もトイレ移動時、歩行にふらつきあり、スタッフ2名で介入しています。介入したスタッフへの易怒性、他者への易怒性は見られていません。今後の本人の言動について観察していきましょう。

＜院内散策について＞

・袴田　将志様～　主治医・家族より許可頂いています。

・飯豊　信雄様～　主治医・家族より許可頂いています。院内散策始めの頃は、スタッフがマンツーマンで対応するようにとの事です。

・齋藤　仁和様～　主治医・家族より許可頂いています。
＜ＳＳＴ評価・検討＞

※Ａl依存症患者様

・植村　廣隆様～　自己の病棟生活について「30点くらい」と評価している。眠気が強い事を訴えているが、退院後の就労の事など、発言にまとまりのなさが見えます。
※Ａユニット～　全体的に穏やかな雰囲気で行っている。畑山様は「100点」、宮澤様は「50％」、川村様は「65％」と自己評価している。
※Ａグループ～　ウォーミングアップで「雪の思い出」を提案したところ、とても明るい雰囲気となり、短期目標の振り返りもスムーズに行っている。蛭名　豊美様は、的外れな発言あり介入しています。

※Ｂグループ～　男性患者様は、自主的に参加され表情穏やかに話されている。阿部様は居眠りしそうであり、介入要しています。

※Ｃグループ～　声掛けにて皆様拒否なく参加している。短期目標評価で出来なかった点を元に来月の目標を設定している。殆どの患者様が短期目標を変更している。
※Ｄグループ～　声掛けに拒否無く全員参加されている。短期目標の振り返りでは、春本様・新井様は私語が多く介入要している。

